
１．中部地方整備局港湾空港関係組織の紹介

２．みなとの役割と中部地域の特徴

３．中部地方整備局で担当している仕事

４．仕事の流れ

（参考）最近の動き

（参考）２０２３年度採用について
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※CIM：Construction Information Modeling / Managements

遠隔操作
水中施工

UAV無人測量

ROV無人点検

施工範囲
3Dモデル化

施工範囲
3Dモデル化

遠隔操作
水中施工

ARによる視覚化

水中ソナーによる
水中部の視覚化

老朽化の自動判定

浚渫作業の自動化

調査・測量・設計・施工・維持の
全てのプロセスにCIMの導入

衛星画像を用いた構造物
変位等の広域モニタリング

最近の動き① 港湾におけるi-Constructionの推進

【新技術導入（i-Constructionの推進）によるメリット】
① 生産性の向上（調査・測量、設計、施工、維持管理に至るまでの施設情報を3次元データで一貫管理）

② 安全性の向上（水中部の施工範囲の可視化）

③ 働きやすさの向上
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最近の動き① 港湾におけるi-Constructionの推進
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【i-Constructionによる働きやすさの向上】
データ化、機械化を進め、“業務の効率化“ や ”安全な労働環境” を目指します。



最近の動き① 港湾におけるi-Constructionの推進

【浚渫工】
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最近の動き① 港湾におけるi-Constructionの推進

【ブロック据付工】
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大規模自然災害への備えとして、迅速に地方公共団体等への支援が行えるよう、
平成20年4月にTEC-FORCEを創設。

大規模な自然災害等に際して、被災自治体が行う被災状況の迅速な把握、被害の
拡大の防止、被災地の早期復旧等に対する技術的な支援を円滑かつ迅速に実施。

熱海市土石流災害【令和３年度派遣】
被災状況の映像撮影等調査支援や瓦礫や土砂の今後の検討を行うた
め、ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ（ドローン調査班）を派遣しました。

船揚場土砂堆積状況

濁りの状況

軽石回収試験の様子（R3.11.18 撮影）運天港

那覇港

軽石漂着状況（R3.11.17 PM 撮影）

沖縄県への軽石大量漂流・漂着
【令和３年度派遣】

被災状況の映像撮影等調査支援を行うためＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ（ドローン
調査班）を派遣しました。

最近の動き② TEC-FORCE（港湾職員の派遣）

48



最近の動き② 港湾災害対応訓練（UAV飛行訓練）
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ドローン

操縦者

かいしょうまる港湾での災害発生時にUAV飛行を実施するため、
UAV飛行に必要となる知識・能力および飛行経歴の取得研修を実施。

① 航空法関係法令に関する知識
② 安全飛行に関する知識
③ UAV飛行訓練（飛行許可申請に必要となる飛行実績）



最近の動き③ 働き方改革（組織ＤＸ）の推進

職員一人ひとりの「職場と個人の時間」の充実
～誇りとやりがいが感じられる職場づくりとともに～

働き方改革の目的（目標）

実感できる・目に見える「働き方改革」の実行

業務削減・効率化、
不要不急な業務の見直し

デジタル化の推進
（行政手続き、行政文書等）

テレワークの推進

働き方改革推進重点項目 マネジメント改革

テレワーク時も含め、管理
職としてのマネジメント力
向上を図る取組を実施

・会議、レク等資料削減
（ペーパーレス化）

・WEB会議の更なる活用 ・各種会議・打合せ等の廃止・
縮小・効率化

職員アンケート＋

コロナ禍をきっかけに、
働き方改革が大幅に進められています!
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最近の動き③ 働き方改革の推進（育児休業等）

育児に関する両立支援制度等として、多様な働き方に対応した制度を利用できます。
また、男性職員の1ヶ月程度の休暇取得の促進を目指しています。

・産前休暇 ☆
・産後休暇 ☆
・通勤緩和 ☆
・業務軽減等 ☆
・育児休業
・配偶者出産休暇 ★
・育児参加休暇 ★
・子の看護休暇
・育児短時間勤務
・育児時間
・フレックスタイム制の特例
・早出遅出勤務の特例 など

☆は女性職員のみ、★は男性職員のみ
その他は男女可能

職員向け資料（抜粋）

育児に関する両立支援制度等

51



◆みなとオアシスちた新舞子
（H22.5設置）

◆みなとオアシス沼津
（H19.11設置）

鳥羽港
津松阪港

名古屋港

三河港

浜名港

大井川港

沼津港

◆みなとオアシス御前崎
（H27.8設置）

海王丸寄港

◆みなとオアシス津なぎさまち
（H20.8設置）

志摩
（浜島港・賢島港）

◆みなとオアシス志摩
（H29.6設置）

ｚ

◆みなとオアシスおおいがわ
（H26.11設置）

踊夏祭（おどらっかさい）

◆みなとオアシスとば
（H24.3設置）

第7回Sea級グルメ全国大会inとば

津なぎさまちフェスタ
高速船乗船会

◆みなとオアシスまぐろの
まち清水（H30.6設置）

清水港

伊勢湾カップ

◆みなとオアシス田子の浦
（R1.11設置）

田子の浦
みなとマルシェ

沼津水産祭
体験さかなセリ市の様子

田子の浦港

伊勢えび祭

◆みなとオアシス浜名湖
（R3.7設置）

◆みなとオアシス下田
（R4.1設置）

黒船祭

下田港

マグロまつり

◆みなとオアシスがまごおり
（H19.4設置）

第9回Sea級グルメ全国大会

ウナギ掴み取り
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最近の動き④ みなとオアシス

地域住民の交流や観光振興を通じた地域活性化の拠点として地域と連携し、みなと
周辺の施設やスペースを活用して、みなとを核としたまちづくりを推進。



産経新聞HPより

最近の動き⑤ クルーズの再開

クルーズ船での新型感染症の集団感染 発生（2020年2月）
クルーズを安心して楽しめる
環境づくりへの取り組み

搬送動線の確保

感染者の搬送等訓練

防護服着脱訓練

プレハブの設置

感染者の搬送 下船後の消毒

情報伝達訓練

クルーズ船と受入港の安全安心確保に係る

ガイドラインの策定

2020年11月18日名古屋港に寄港した「にっぽん丸」

2020年11月4日清水港に寄港した「飛鳥Ⅱ」

2023年3月1日 3年ぶりに外国クルーズ船が来航
清水港に来航した「アマデア」
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最近の動き⑥ 若手技術者を対象とした現場見学会 等

新たな施工技術に関する知識習得など、若手技術者を対象とした現場見学会や発表会
などを（一社）日本埋立浚渫協会中部支部とともに実施しています。

54
ハイブリッドケーソンの鋼殻の制作現場

こうかく



若手職員や女性職員、現場に出る機会の少ない職員も工事安全パトロールに参加し、
港湾空港部にて発注している工事の安全管理状況の点検を行っています。
（（一社）日本埋立浚渫協会中部支部と合同開催。）

2019.7.1 建通新聞中部

最近の動き⑥ 工事安全パトロール
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海外留学や大使館勤務（海外赴任）などを経験した中部地方整備局職員や国土交通省
国際企画室 担当者から国際業務について説明や、国際業務の経験を講演してもらい、
国際業務に関する啓蒙活動を実施しています。

また、国土技術政策総合研究所（港湾関係）にて開催される国際業務研修に参加す
ることができます。

最近の動き⑦ 国際業務
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中部地方整備局（港湾空港関係）職員の
大使館勤務地実績（オレンジ）、留学先実績（紫）

最近の動き⑦ 国際業務 大使館勤務・留学

モザンビーク

エジプト

スリランカ

ミャンマー

フィジー

メキシコ

職務の様子（後列右側が地整採用職員）
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最近の動き⑧ 脱炭素化推進 ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙﾎﾟｰﾄ(CNP)形成

世界的なサプライチェーン全体の脱炭素化の要請
に対応して、港湾施設の脱炭素化等への取組を
進めることで、荷主や船社から選ばれる、競争力の
ある港湾を形成

荷主等の脱炭素化ニーズへの対応を通じた
港湾の競争力強化

「カーボンニュートラルポート(CNP)」の形成の目的

 港湾は、サプライチェーンの拠点かつ産業が集積する空間であり、運輸・製造業等の活動の場と
して機能

⇒ 港湾における脱炭素化の取組を推進することで、我が国の産業や港湾の競争力強化と
脱炭素社会の実現に貢献

港湾・臨海部の脱炭素化への貢献

「カーボンニュートラルポート(CNP)」の形成のイメージ

産業のエネルギー転換に必要となる水素やアンモ
ニア等の供給に必要な環境整備を進めることで、
港湾・臨海部の脱炭素化に貢献
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最近の動き⑧ 脱炭素化推進 ブルーカーボン生態系の活用

水質浄化
温暖化抑制
（炭素貯留）

食料供給
（水産振興）

〇ブルーカーボン生態系による効果

※ブルーインフラ：藻場・干潟等及び生物共生型港湾構造物

〇命を育むみなとのブルーインフラの取組事例

資料：ジャパンブルーエコノミー技術研究組合

〇ブルーカーボン オフセットクレジット制度

【浚渫土砂の活用】 【防波堤の活用】

【生物共生型港湾構造物の活用】 【リサイクル材の活用】

（山口県徳山下松港・大島干潟） （北海道釧路港）

（神奈川県横浜港） （高知県須崎港）

※イメージ図

【藻場造成ユニット】
鉄鋼スラグと人工
腐植土とを混合したもの
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〇沿岸域に生息する藻場等の海洋植物にCO2として取り込まれた炭素を「ブルーカーボン」と命名。
〇近年、ブルーカーボン生態系を活用した取組が注目を集め、海域環境の改善や温室効果ガスの吸収源対策の
観点からブルーカーボンに関する取組が加速化。
〇こうした状況を踏まえ、“みなと”でのブルーカーボン生態系を活用した「命を育むみなとのブルーインフラ※拡大
プロジェクト」により、ブルーインフラの保全・再生・創出の拡大に向けた環境整備等の取組を推進。


